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　　2．　ウサギ子宮頸管細胞のインターロイキンー8
（IL－8）産生調節
（東京薬科大学　第1生化学）今田啓介、内山太郎、
伊東　晃、森　　陽
熟化中の子宮頸管組織には好中球が多く存在し、これが頸
管熟化を引き起こす要因の一つと考えられている。この点
に関し演者らは妊娠末期の頸管組織中に高い好中球遊走活
性が存在し、さらにその因子としてIL－8が子宮頸管細胞に
より産生されることを明らかにした。またIL－8産生の調節
について種々のサイトカインおよびホルモンの影響を検討
したところIL－1がIL－8産生促進因子であること、またプロ
ゲステロン（P）が産生抑制因子であることがタンパクおよ
びmRNAレベルで明らかとなった。以上より、妊娠期間中は
Pにより抑制されているIL－8産生が妊娠末期には頸管組織
中のIL－1濃度の増加およびP濃度の減少により促進し、そ
の結果、好中球の遊走が促進し熟化が進行すると考えられ
る。
　　1．　ラット卵巣、子宮組織に対するダナゾールの直
接作用
（東京薬科大学　第2薬理学）向後博司
子宮内膜症治療薬であるダナゾール（17α一ethynyltestos－
teroneのisoxa－zol誘導体）はestrogen作用の消失あるい
は拮抗を期待して臨床応用されている。作用様式としてゴ
ナドトロピンの遊離抑制作用は周知のことである。近年、
ダナゾールの末梢作用も示唆されているが、その詳細に対
する有益な情報は未だ見当たらない。本研究は作用様式の
一層の解明を目的として初排卵誘起ラットと卵巣摘出ラッ
トを用い、中枢並びに末梢の両作用について検討した。
ダナゾールの高用量で初排卵が抑制され、この排卵阻害効
果はhCGの投与で回復すること、並びにこのゴナドトロピ
ン遊離抑制機序として、卵巣ホルモンレベルの低下が関与
している事を示唆する結果を得た。また、排卵を阻害する
用量以下で子宮重量と子宮組織のestrogen感受性13，14－
H、，15－keto　PGF2α（15KD－PGF2α）生成能が共に減少する
こと、一方、卵巣摘出成熟ラットでは対照的に刺激作用を
示した。これらの結果は末梢組織に対するダナゾールの直
接作用である。
　　3．　Pregnancy－Associated　Plasma　Protein　Aの精
製とRIAの開発　一臨床応用を目的として一
（産婦人科）鈴木良知、高田淳子、井坂恵一、高山雅臣
Pregnancy－Associated　Plasma　Protein　A（PAPP－A）は月台盤
絨毛より産生分泌されている高分子量糖蛋白質であり、こ
れまで諸家らにより妊娠時の母児間免疫機構及び血液凝固
機構に関わっていることが示唆されている。近年、欧州に
おいて母体血清中PAPP－A濃度測定がダウン症候群スクリー
ニングに有効であるとの報告が相次ぎ、脚光をあびるよう
になった。今回我々は、新たに開発したゲル濾過クロマト
グラフィー・heparin－Sepharoseアフィニテイークロマト
グラフィー・DEAE－Sephacelクロマトグラフィーを用いる
3段階クロマトグラフィー法により妊娠末期母体血’P．30me
より1．7mg（3．81U）のPAPP－Aを分離精製した。さらにPAPP
－AのRIAを開発し、妊娠9週から12週における正常妊婦
血清220例、ダウン症候群20例のPAPP－A濃度測定を行った。
その結果、ダウン症候群において有意な測定値の減少が認
められ、PAPP－Aのダウン症候群スクリーニングマーカーと
しての有用性が示唆された。
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